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「海が好きだ」（％）

⾮常によくあてはまる 少しあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない 全くあてはまらない

●「海が好き」と答えた⼈は、2022年は52％。
・2019年は57％。⽐較すると5pt 減少した。

「海が好きだ」2019、2022年⽐較

※⼩数点以下は省略しています
※全ての年で回答数はn=11600



２

「海洋問題の認知度」と「海へ⾏くこと」の関係

●海洋問題の認知度は、
「この1年で海へ⾏った⼈」の⽅が「⾏かなかった⼈」より
全体的に10ptほど⾼い。

⽣態系の変化
や、乱獲などに
よって今⾷べて
いる⿂介類が、
⾷べられなくな

る。

世界の約9割の
⿂は、これ以上
⽣産量の増える
余地がないほど
利⽤されてい
る。

海ごみの約8割
は陸から流れ出
ており、⽣活の
ゴミを減らすこ
とや普段からマ
イバックを持つ
ことが、海ごみ
の削減につな
がっている。

⽇本のプラス
チック⽣産量は
世界で有数であ
るにも関わら
ず、⽇本国内で
のプラスチック
のリサイクル率
(※)は24％に過
ぎない。

最近の夏場の猛
暑や台⾵の⼤型
化などの気候変
動と海の変化は
⼤きく関わって
いる。

海⽔温の上昇な
どで、⿂が獲れ
る場所が変わっ
てきている。

⼆酸化炭素の排
出は海の酸性化
にも影響してお
りサンゴや⾙の
不成⻑にもつな
がっている。

0⽇（1⽇も⾏かない） 78 55 73 63 77 78 71
直近1年間で海を訪れた⼈ 89 62 83 72 87 88 83
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海洋問題の認知度（事実をよく知っている＋なんとなく知っている計）（％）
11pt

7pt
10pt 9pt

10pt 10pt 12pt

※⼩数点以下は省略しています ※直近1年で海を訪れた⼈回答数 n=6370�、0⽇（1⽇も⾏かない）n=�5230



３

●⼦どもの頃、海へ⾏っていた⼈は次世代にも海体験を提供している。
・「⽇常的に海に⾏っていた」⼈の86％が、海体験を提供できている
・「⼀度も⾏ったことがない」⼈の32%と⽐較すると54ptの差。

⾃分の⼦どもへの海体験提供

⼦どもの頃の海体験（％）

※⼩数点以下は省略しています
※全ての年で回答数はn=11600



４

●2022年のトップ3は、
「海の⽣き物・動物を⾒る（60％）」「浜辺で遊ぶ（55％）」
「朝⽇がのぼる／⼣⽇が沈むのを⾒る（53％）」

・2019年は、「海で泳ぐ」56％が、トップ3に⼊っていた（5.7pt減）。

⼦ども時代の海体験 どんな体験があればいいか

⼦どもの頃の海体験としてあったほうが良いもの（％）

※⼩数点以下は省略しています※全ての年で回答数はn=11600

海の⽣き
物、動物
を⾒る
（磯の⽣
物、⿂、
海ガメな
ど）

浜辺で遊
ぶ（砂⼭
をつく
る、⽂字
遊び、⾙
殻探しな
ど）

朝⽇がの
ぼる／⼣
⽇が沈む
のを⾒る

海で泳
ぐ、⽔の
中に⼊る
（海⽔
浴、潮⼲
狩り、
シュノー
ケリン
グ、ボ
ディ…

浜辺で
夜、星を
⾒る

港・漁
港・海の
仕事を⾒
る

海のそな
えを学ぶ
（安全に
遊ぶため
に気を付
けるこ
と、溺⽔
防⽌／ラ
イフジャ
ケット…

ゴミ拾い
活動
（ビーチ
クリーン
タイムが
あり、皆
で⼀緒に
参加でき
る）

ふだんで
きない体
験ができ
る （無
⼈島探検
／⿂をさ
ばく／地
引網 ）

同じくら
いの年ご
ろの⼦が
参加して
おり、⼀
緒に何か
ができる
／友⼈と
⼀緒に参
加がで…

浜辺でで
きるアク
ティビ
ティ
（ビーチ
バレーな
ど）

新しい体
験を教え
てくれる
⼈と、⼀
緒に海を
体験する
（SUP
（サッ
プ）、
シーカ…

専⾨家と
⼀緒に何
かができ
る （例
1⽇ライフ
セーバー
体験／⽣
き物の講
座など）

その他
あてはま
るものは
ない

2019年 61 59 55 56 33 32 26 25 26 22 17 16 15 1 8
2022年 60 55 53 50 33 31 30 28 26 23 17 16 13 1 10
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５

●「海は⽇本⼈の⾷にとって⼤切だ」と思っている⼈は多いが、
海の資源に関する海洋問題を認識している⼈は少ない。

「海は⽇本⼈の⾷にとって⼤切だ」と、海洋資源の問題の認知

※⼩数点以下は省略しています
※全ての年で回答数はn=11600

49� 28� 16� 4� 4�
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TOTAL

「海は⽇本⼈の⾷にとって⼤切だ」（％）

⾮常によくあてはまる 少しあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない 全くあてはまらない
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⽣態系の変化や、乱獲などによって今⾷べている⿂介類…

世界の約9割の⿂は、これ以上⽣産量の増える余地がない…

海⽔温の上昇などで、⿂が獲れる場所が変わってきてい…

海の問題に関する課題認識（％）

事実をよく知っている なんとなくは知っているが、細かい点は知らなかった 知らなかった



６

●90％が、遊覧船事故について認知している。
・「船は安全だと思い込まないことが⼤事（56%）」、
「船のライフジャケットなどの設備の確認をしたい（49％）が上位

遊覧船事故を受けて、船に乗る際のリスクについての意識

※⼩数点以下は
省略しています

船は安全だ
と思い込ま
ないことが
⼤事だと
思った

船に乗る際
にはライフ
ジャケット
等の設備が
あるか確認
したいと
思った

海が冷たい
時はライフ
ジャケット
だけ備えて
いてもだめ
だと思った

船に乗る際
に何に気を
つければ良
いのか知り
たいと思っ
た

船に乗る際
には、家族
や知り合い
に共有して
おくべきだ
と思った

⾃分⾃⾝で
も海上の天
気等を調べ
たいと思っ
た

船にはあま
り乗らない
ようにしよ
うと思った

海にはあま
り近づかな
いようにし
ようと思っ
た

その他 具
体的に：

特に考えた
ことはない

遊覧船の事
故について
知らない

TOTAL(n=11600) 56 49 41 40 36 35 21 11 1 10 4
10代 (n=2200) 48 42 30 36 30 34 20 15 0 11 6
20代 (n=1880) 47 40 30 38 33 32 21 13 1 12 9
30代 (n=1880) 55 47 40 39 38 38 24 11 1 11 4
40代 (n=1880) 58 50 44 42 38 36 23 11 1 11 3
50代 (n=1880) 62 56 49 42 40 37 19 8 2 10 1
60代 (n=1880) 66 59 55 44 38 34 20 7 1 7 0
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⽔上観光のリスク認識（％）


